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: "Vor der Linie" 
ウィーンの都市構造が語るもの一
〈懇親会〉



























465,000 『言語文化学』第2号印刷代 376,465 
500 『言語文化学』第2号発送費 46,450 
46,350 通信費 9,312 
9,681 文具・消耗品 8,089 
526,668 次年度繰越金 612,491 
4,608 
1,052,807 計 1,052,807 
平成 5年度会計委員西川真理子
川添一郎













第 6条本会は第 3条の目的を逹するために年 1回、言語文化学会総会を開催
する。
第 7条本会に次の役員をおく。
i)会長及び委員、監事をおく。
ii)会長を言語文化研究科長、副会長を言語文化部長とする。
ii)委員は原則として教官より 5名、大学院院生より 5名を選出する。
なお別に事務担当をおくことができる。
iv)監事は 2名とし、会計の監査にあたる。監事は会長が委嘱する。
第 8条本会に委員会をおく。
i)委員会は前条 3の委員をもって構成する。
ii)委員会に委員の互選による委員長、企画・編集委員（若干名）、会
計委員（若干名）をおく。
ii)委員会は本会の運営にあたる。
第 9条役員の任期は次の通りとする。
i)会長及び副会長の任期は言語文化研究科長及び言語文化部長の任
期に従う。
ii)委員の任期は 1年とする。
ii)監事の任期は 1年とする。
第 10条 本会の経費は会員の会費及びその他の収入による。
i)会費は付則に定めるところによる。
ii)本会の会計年度は毎年 4月より翌年 3月までとする。
99 
第 1条 本会の事務局は大阪大学言語文化研究科内におく。
付則 i)通常会員は会費として年間3000円を納める。
ii)この会則の改正は、総会において出席者の 3分の 2以上の賛同を
必要とする。
ii)本会則は平成3年5月8日より発効する。
